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小脳皮質変性症とは小脳アビオトロフィーとも呼ば

れ，小脳プルキンエ細胞及び顆粒細胞の変性・脱落を主

徴とする神経疾患の総称である［1］．本疾患は早発性，

進行性の小脳症状を特徴とし，これまで犬，猫，羊，馬

などで報告されている［1h6］．牛でも散発的に発生が報

告されているが［7h12］，国内では4例が記載された報

告のみである［13］．今回，小脳皮質変性症により進行

性の小脳症状を呈した黒毛和種育成牛の症例に遭遇した

ため，その概要を報告する．

症　　　　　例

症例はオホーツク管内1牧場で飼養されていた黒毛和

種牛の雄で，出生翌日に起立不能を主訴に受診した．初

診時（第1病日），体温38.1℃，心拍数104回/分，横臥

し後弓反張を認め，眼瞼反射が消失していた．症例は母

牛と同居していたことから脳挫傷を疑い，抗生物質（硫

酸カナマイシン注射液250「明治」，Meiji Seikaファル

マ譁，東京），ビタミンB1 製剤（アニビタン100注射液，

ナガセ医薬品譁，兵庫），消炎鎮痛剤（フォーベット50

注射液，ナガセ医薬品譁，兵庫）等を投与した．第2病

日には起立し，哺乳可能となったが再度横臥し，第19

病日まで間欠的に同様の症状を繰り返した．第20病日

以降，症例は歩様異常は認めたものの，一般状態は良好

であったため経過観察となった．しかし，症例はその後

徐々に歩様異常の悪化がみられたことから8カ月齢の時

点で病性鑑定のため帯広畜産大学に搬入された．

搬入時，体温39.0℃，心拍数80回/分，呼吸数24回/

分で，一般状態は良好であったが，開脚姿勢を呈し，歩

行のふらつきと測定過大を伴う運動失調を認めた（図

1）．脳神経検査では威嚇瞬き反応の低下を認めたが，歩

行時に物にぶつかる等視力の異常を示唆する所見はみら
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要　　　　　約

黒毛和種牛が出生翌日より横臥，後弓反張を呈した．脳挫傷を疑い，抗生物質，ビタミンB1 製剤，消炎鎮痛剤により

加療され，いったんは改善したが同様の症状が間欠的に認められた．歩様異常は継続して認められたが，一般状態は良

好で8カ月齢まで飼養された．しかし，その後開脚姿勢，測定過大を伴う歩様異常，威嚇瞬き反応の低下が進行した．

病理組織学的検索により小脳にプルキンエ細胞の顕著な変性と脱落及び顆粒細胞の減数を認め，小脳皮質変性症と診断

された．―キーワード：牛，小脳皮質変性症，黒毛和種．
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短 報

図1 症例は過剰な四肢の挙上，歩幅の増大等，測定過大

を伴う歩様異常を呈していた（8カ月齢時）



れなかった．血液検査では軽度の赤血球数増多とMCV

の低値が，また，血液生化学検査ではアルブミン，アル

カリホスファターゼ（ALP），無機リンの上昇が認めら

れた．なお脳脊髄液は無色透明で比重1.005，細胞成分

はほとんど認められなかった．

病　理　所　見

症例は予後不良と判断し，搬入当日にキシラジン（ス

キルペン2％注射液，譁インターベット，茨城），チア

ミラールナトリウム（イソゾール，日医工譁，富山）に

よる深麻酔下での飽和塩化カリウム溶液急速静脈内投与

により安楽死を行った．

同日実施された病理解剖学的検査では，小脳を含む中

枢神経系に肉眼的な異常は認めず，また胸腹部諸臓器に

も著変は認められなかった．しかし，組織学的検査では

小脳にグリオーシスを伴うプルキンエ細胞の顕著な変

性・脱落，及び顆粒細胞の減数（図2）と，軸索膨大の

出現がみられた（図3）．これらの所見は小脳虫部及び小

脳半球ともに観察され，病変に局在性はなく，いずれも

重度であった．また，小脳核とオリーブ核では神経細胞

の減数とグリオーシスが観察された．なお，小脳以外の

中枢神経系に組織学的な著変は認められなかった．

保存血清を用いて牛ウイルス性下痢ウイルス（bovine

viral diarrhea virus : BVDV）遺伝子の有無をWein-

stockら［14］の方法，及び抗BVDV抗体の上昇を IFA

法（BVDV IFA Substrate Slide, VMRD, U.S.A.）によ

り調べたが，いずれも検出されなかった．

考　　　　　察

病理組織学的検索結果から本症例は小脳皮質変性症と

診断した．当初は出生翌日に横臥，後弓反張等の神経症

状を発症し，母牛と同居していたことから外傷性の脳損

傷が疑われた．症例は対症療法により一般状態は良化

し，歩様異常は認めるものの8カ月齢まで飼養された．

本疾患において臨床症状が発現するのは通常3～8カ月

齢とされ，威嚇瞬き反応の低下，開脚姿勢，測定過大と

いった小脳症状が進行性に認められる［15］．また，有

効な治療は存在しない［4］．しかし，出生直後に発症

し，経験的な治療により神経症状が一時的に改善した例

も報告されており［7］，本症例の経過と一致すると思わ

れた．

同様な小脳症状を呈する疾患として，BVDVの胎子

感染による小脳低形成や小脳の腫瘍または膿瘍との鑑別

が必要となる［12, 16, 17］．BVDV感染による小脳低形

成は，出生時から重篤な臨床症状を呈する点及び肉眼的

に小脳が非常に小さい点で小脳皮質変性症とは異なり，

組織学的にも小脳白質の空洞形成を特徴とする点で異な

る［12］．本症例においてもBVDV遺伝子及び抗BVDV

抗体はいずれも検出されていない．症例の母牛はアルボ

ウイルス関連ワクチンの接種を受けていなかったが，母

牛の飼養される地域でアカバネ，アイノ及びチュウザン

ウイルス等の流行はこれまで確認されておらず，関与は

否定的である．また，一般に小脳腫瘍では腫瘍の浸潤，

圧迫による脳幹障害と二次的な内水頭症により多様な脳

神経症状を呈するとされるため［18］，症状の違いから

小脳皮質変性症との鑑別は可能と思われる．小脳膿瘍で

は血液や脳脊髄液中に炎症性変化が認められることから

鑑別可能であるが，被餒化された膿瘍が形成された場合

には必ずしも炎症性変化を示さないため注意が必要であ

る［17］．なお血液検査及び血液生化学検査で認められ
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図2 小脳の病理組織学的所見

高度のプルキンエ細胞の変性と脱落及び顆粒細胞の

減数が認められる．

a：分子層　b：プルキンエ細胞層　c：顆粒細胞層
（HE染色　Bar＝150μm）

図3 小脳の病理組織学的所見

軸索膨大が観察される （矢印）．

（HE染色　Bar＝70μm）



た赤血球数，アルブミンの高値は軽度の脱水，ALPの高

値は成長期の骨に由来するものと考えられた．

牛における本疾患の発生はこれまでホルスタイン種，

アンガス種，ヘレフォード種，ショートホーン種，シャ

ロレース種，エアシャー種，アクイタニカ種及びコブウ

シで報告されている［1, 7h13］．本症例は黒毛和種牛に

おける小脳皮質変性症の初めての報告であり，今後，進

行性の小脳症状を呈する黒毛和種若齢牛に遭遇した場

合，鑑別診断に小脳皮質変性症を加える必要が考えられ

た．なお，本症例の組織所見は過去に報告された牛の小

脳皮質変性症の病理組織学的所見と一致していた．

小脳皮質変性症の多くは家族性に発症が認められるこ

とから，遺伝性疾患と考えられている［2, 3, 8, 10］．牛

においては，中毒［19, 20］及び周産期低酸素症や内水

頭症［13］においても同様の病理所見が認められること

が報告されている．今回，症例の発生農場において同様

の疾患を発症した牛は認められておらず，同母牛のその

後の産子においても異常は認められていないことから，

遺伝性の可能性は低いが，詳細は不明であった．中毒に

関しては，ナス科の植物によるものが報告されているが

［19, 20］，症例の発症時期を考慮すると否定的である．

また，小脳以外に器質的異常を認めないことから，産後

の低酸素脳症及び内水頭症の関与も否定的であり，本症

例における小脳皮質変性の原因の確定はできなかった．
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Cerebellar Cortical Degeneration in a Japanese Black Bull
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SUMMARY

A 1-day-old male Japanese Black calf displayed the sudden onset of clinical symptoms of recumbency and
opisthotonus.  A cerebral contusion was suspected, and vitamin B1, antibiotics, and nonsteroidal anti-inflam-
matory drugs were administered.  The calf apparently recovered except for ataxia.  Hypermetria of the limbs,
a wide stance, and a progressive decline in menace reaction was seen when the case became 8 months old.
There were no macroscopic findings in the brain.  From histopathologic findings the case was diagnosed as
cerebellar cortical degeneration, including the marked degeneration and loss of Purkinje cells and granule
cells. ― Key words : cattle, cerebellar cortical degeneration, Japanese Black.
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